
10
月
15
日
公
示
・
27
日
投
開
票
で
行
わ
れ

た
第
50
回
衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
・
公
明

党
の
議
席
数
が
過
半
数
を
下
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
自
公
の
過
半
数
割
れ
は
、
民
主
党
が
政

権
交
代
し
た
２
０
０
９
年
以
来
で
あ
る
。
反

社
会
的
団
体
で
あ
る
旧
統
一
協
会
と
の
癒
着

や
党
ぐ
る
み
の
「
裏
金
疑
惑
」
な
ど
、
不
正

と
金
権
腐
敗
に
ま
み
れ
た
自
民
党
と
そ
れ
を

補
完
し
て
き
た
公
明
党
へ
の
労
働
者
・
国
民

の
怒
り
の
審
判
が
下
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
争
法
の
強
行
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
政
策
へ
の
異
論
や
国
民
の
声
を
聞
か
ず
、

国
会
内
に
お
け
る
数
の
力
を
頼
み
に
悪
法
の

数
々
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
や
、
「
安
保
三

文
書
」
の
閣
議
決
定
な
ど
国
会
と
議
会
制
民

主
主
義
を
軽
視
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
国
政

を
私
物
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に
対
し
、
国

民
の
「
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
た
い
」
と

の
願
い
が
多
数
と
な
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ

る
。全

労
連
は
、
選
挙
を
「
自
民
党
政
治
を
終

わ
ら
せ
、
要
求
実
現
可
能
な
政
治
に
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
、
単
産
・
地
方
組
織
で

奮
闘
し
た
。
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
政
治
が

実
現
可
能
な
情
勢
と
な
っ
た
こ
と
を
、
大
い

に
歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
自
公
政
権
は
ア
メ
リ
カ
と
財
界

い
い
な
り
に
政
治
を
進
め
、
国
際
情
勢
で
は

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
と
の
間
で
軍
事
的
緊
張
を

高
め
、
国
内
で
は
経
済
の
停
滞
と
国
民
生
活

破
壊
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

対
中
国
・
北
朝
鮮
を
念
頭
に
し
た
極
東
地

域
に
お
け
る
軍
事
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
と
共
に
行
動
す
る
「
戦
争
国
家
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
軍
事
費
に
は
湯
水
の

よ
う
に
予
算
を
つ
ぎ
こ
み
、
そ
の
財
源
を
捻

出
す
る
た
め
、
国
民
に
大
増
税
と
社
会
保
障

の
全
面
改
悪
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

労
働
者
に
は
30
年
間
に
わ
た
る
賃
金
抑
制

と
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
低
賃
金
で
企

業
に
都
合
の
よ
い
働
か
せ
方
を
押
し
付
け
て

き
た
。
一
方
で
２
０
２
３
年
度
の
大
企
業
の

内
部
留
保
は
539
兆
円
と
、
第
二
次
安
倍
政
権

発
足
時
の
２
０
１
２
年
度
か
ら
205
兆
円
積
み

増
し
さ
れ
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
り
法
人
税
は
減
税
さ
れ
、
そ
の
代

わ
り
に
消
費
税
が
10
％
に
ま
で
増
税
さ
れ
、

さ
ら
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

１
月
１
日
の
地
震
に
続
い
て
深
刻
な
豪
雨
被

害
を
被
っ
た
能
登
半
島
被
災
地
は
放
置
さ
れ
、

長
引
く
物
価
高
騰
や
こ
の
夏
起
き
た
深
刻
な

米
不
足
な
ど
へ
の
対
応
も
、
自
公
政
権
は
何

ら
有
効
な
手
立
て
を
打
と
う
と
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
は
、
も
う
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

全
労
連
は
、
労
働
者
・
国
民
の
不
安
を
取

り
除
き
、
信
頼
に
応
え
う
る
政
治
を
野
党
各

党
に
求
め
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
全
力
を

挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
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全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

12
月
３
日（
火
）単
一
労
働
組
合
協
議
会

定
期
大
会

12
月
５
日（
木
）全
労
連
「
秋
の
争
議
支

援
総
行
動
（
ア
ク
リ
ル
支
部
参
加
）

12
月
14
・
15
日（
土
・
日
）全
国
一
般
中
央

「
春
闘
討
論
集
会
」

12
月
27
日（
金
）地
本
執
行
委
員
会

国民の不安を取り除き、要求実現が可能な政治の実現を
～第50回衆議院選挙の結果を受けて～

全労連事務局長の談話
10
月
31
日
に
私
た
ち
が
加
盟
す

る
全
国
労
働
組
合
総
連
合
（
全

労
連
）
の
黒
澤
事
務
局
長
か
ら
、

先
の
衆
議
院
選
挙
結
果
に
対
す

る
談
話
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
掲
載
し
ま
す
。

11月３日（日）に、「愛知九条の会」主催の集会が

名古屋市公会堂でありました。特別講演では「日本を

戦争する国にはしない」という演目で元文部科学事務

次官の前川喜平さんが行いました（下記が講演の写真

です）。

憲法九条はアメリカから押し付けられたものではな

く時の総理大臣幣原喜重郎が提案したもの。この九条

のお陰で戦後79年間戦争に巻き込まれなかった。昨今

の戦争の脅威を煽り、軍産複合体を構築しようとして

いるのは極めて危険なこと、だと具体例を挙げながら

分かりやすく

講演をされま

した。あっと

いう間に時間

超過する熱気

あるものでし

た。

（記 Ｕ）


